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金剛と工場立地協定
来年３月に操業開始
地元新規雇用も予定

　

嘉
島
町
は
移
動
棚
製
造
の
金
剛

㈱
（
熊
本
市
西
区
）
と
２
月
８
日
、

下
仲
間
・
上
仲
間
の
地
区
計
画
区

域
に
金
剛
が
新
工
場
を
建
設
す
る

立
地
協
定
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

建
設
地
は
約
３
・
４
㌶
。
工
場

は
鉄
骨
一
部
２
階
建
て
約
１
万
２

千
平
方
㍍
。
今
年
３
月
末
に
着
工
、

平
成
30
年
３
月
に
操
業
開
始
予
定

で
、
投
資
額
約
50
億
円
。
従
業
員

は
58
人
を
予
定
、
こ
の
う
ち
地
元

か
ら
18
人
程
度
の
新
規
雇
用
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

金
剛
は
昭
和
22
年
創
業
。
独
自

の
移
動
棚
開
発
で
国
内
外
に
支
店
、

営
業
所
を
展
開
し
、
従
業
員
約
３

０
０
人
の
地
場
有
力
企
業
。
新
工

場
に
は
、
熊
本
地
震
で
破
損
し
た

上
熊
本
工
場
の
塗
装
設
備
を
新
設
、

将
来
は
研
究
部
門
を
集
約
す
る
構

想
も
あ
り
、
工
場
の
整
備
拡
張
に

伴
っ
て
従
業
員
も
順
次
増
員
し
て

い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
印
式
で
、
田
中
稔
彦
社
長
は
、

「
新
工
場
は
地
震
か
ら
の
創
造
的

復
興
を
体
現
す
る
一
つ
の
形
と
し

て
、
免
震
・
耐
震
棚
な
ど
特
化
し

た
モ
ノ
づ
く
り
を
強
く
推
し
進
め

た
い
」
と
し
、
嘉
島
町
へ
進
出
を

決
め
た
理
由
を
「
用
地
の
広
さ
や

形
状
、
高
速
道
路
な
ど
交
通
ア
ク

セ
ス
、
き
れ
い
な
水
な
ど
の
恵
ま

れ
た
環
境
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
熊
本
を
代
表

　

嘉
島
町
都
市
計
画
審
議
会
（
鍬

田
洋
一
会
長
、
７
人
）
は
２
月
22

日
、
熊
本
都
市
計
画
下
仲
間
・
上

仲
間
地
区
計
画
の
区
域
３
・
２
㌶

を
５
・
６
㌶
拡
張
、
約
８
・
８
㌶

に
変
更
す
る
こ
と
を
承
認
。
そ
の

後
、
県
知
事
同
意
を
得
て
３
月
３

日
、
都
市
計
画
決
定
し
ま
し
た
。

　

拡
張
区
域
は
、
移
動
棚
製
造
の

金
剛
㈱
（
熊
本
市
西
区
）
の
工
場

と
、
化
粧
箱
製
造
の
㈱
倉
岡
紙
工

（
熊
本
市
南
区
）
の
本
社
・
工
場

が
進
出
す
る
用
地
が
主
で
、
用
地

の
南
側
道
路
や
ハ
タ
ノ
綜
合
印
刷

の
駐
車
場
用
地
も
含
み
ま
す
。

　

区
域
は
従
来
の
下
仲
間
区
の
ほ

か
上
仲
間
区
も
含
ま
れ
る
た
め
、

「
下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画
」

に
改
称
。
建
築
物
の
容
積
率
や
建

ペ
イ
率
、
高
さ
な
ど
も
変
更
し
ま

し
た
。
変
更
後
も
緑
地
は
敷
地
の

20
％
以
上
を
確
保
、
建
築
物
は
周

辺
地
域
の
環
境
や
景
観
と
調
和
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

立地協定書に調印した荒木町長（左）と田中社長

す
る
企
業
の
進
出
は
大
変
う
れ
し

く
、
震
災
か
ら
の
復
興
に
弾
み
が

つ
き
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

町
都
市
計
画
審
議
会

下
仲
間
・
上
仲
間
地
区
計
画

区
域
を
８・
８
㌶
に
拡
張

　

地
震
発
生
直
後
か
ら
県
を
挙
げ

て
嘉
島
町
を
支
援
し
て
い
た
だ
い

た
福
島
県
の
内
堀
雅
雄
知
事
が
２

月
８
日
、
嘉
島
町
役
場
を
訪
問
し
、

荒
木
町
長
と
歓
談
。
町
の
復
旧
復

興
に
「
着
実
に
復
興
が
進
ん
で
い

る
印
象
で
、
前
向
き
な
動
き
が
心

強
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

福
島
県
は
、
熊
本
地
震
の
前
震

発
生
直
後
か
ら
支
援
職
員
を
嘉
島

町
役
場
に
派
遣
。
以
後
６
月
ま
で
、

県
職
員
は
じ
め
県
内
市
町
村
職
員

が
交
代
で
住
宅
の
被
害
調
査
や
総

合
相
談
、
避
難
所
運
営
な
ど
の
業

務
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

荒
木
町
長
は
、「
２
度
の
大
地

震
と
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
災
害
は
未

経
験
で
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
お
礼
を
述
べ
、
町
内
の
被

害
や
復
旧
復
興
の
状
況
、
さ
ら
に

新
た
な
企
業
進
出
が
相
次
い
で
い

る
こ
と
。
復
興
か
ら
さ
ら
な
る
発

展
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
い

る
内
堀
知
事
は
、「
大
地
震
で
２

回
目
が
大
き
い
と
い
う
想
定
は
し

て
お
ら
ず
、
今
回
の
震
災
は
他
人

事
で
は
な
か
っ
た
。
着
実
に
復
興

が
進
ん
で
い
る
と
い
う
印
象
。
企

業
の
進
出
は
非
常
に
前
向
き
な
動

き
で
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」
と

話
し
、
震
災
復
興
の
願
い
を
込
め

た
福
島
会
津
名
産
の
起
き
上
が
り

小
法
師
を
町
長
に
贈
り
ま
し
た
。

荒
木
町
長
（
左
）
か
ら
町
内
の

被
害
や
復
興
状
況
の
説
明
を
受

け
る
内
堀
福
島
県
知
事
（
右
）

福
島
県
知
事　

来
庁

内
堀
知
事　
「
着
実
な
復
興
と

前
向
き
な
動
き
が
心
強
い
」
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の
生
産
調
整
目
標
面
積
の
配
分
▽

米
、
麦
、
大
豆
の
交
付
金
に
よ
る

経
営
所
得
安
定
対
策
▽
集
落
説
明

会
及
び
転
作
図
面
落
と
し
の
日
程

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
承
認
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
産
米
は
計
画
時
で
転

作
率
40
・
９
％
で
し
た
が
、
４
月

に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
よ
る
被

災
で
水
稲
か
ら
大
豆
な
ど
へ
の
転

換
が
増
加
。
29
年
１
月
末
の
転
作

率
は
54
・
９
％
で
し
た
。

　

平
成
29
年
第
１
回
嘉
島
町
議
会

定
例
会
は
３
月
３
日
か
ら
７
日
ま

で
開
会
。
総
額
１
０
２
億
７
１
６

万
７
千
円
の
平
成
29
年
度
一
般
会

計
当
初
予
算
案
な
ど
31
議
案
を
原

案
通
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

28
年
度
一
般
会
計
予
算
は
28
億

１
１
９
３
万
２
千
円
を
減
額
補
正

し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

【
29
年
度
当
初
予
算
】

〇
解
体
、
災
害
が
れ
き
等
対
策

　
　

25
億
１
２
８
１
万
６
千
円

〇
災
害
公
営
住
宅

　
　

17
億
５
３
０
０
万
円

〇
芝
原
土
地
区
画
整
理
事
業

　
　

２
億
７
５
３
２
万
１
千
円

〇
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
事
業

　
　

２
億
１
４
８
２
万
４
千
円

【
28
年
度
補
正
予
算
】

〇
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

　
　

２
億
５
１
８
７
万
６
千
円

〇
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
整
備
費

　
　

２
億
１
０
０
２
万
円

　

詳
し
く
は
、
広
報
か
し
ま
４
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
第
２
回
嘉
島
町

地
域
農
業
再
生
協
議
会
が
２
月
17

日
役
場
で
開
催
。
平
成
29
年
産
米

の
生
産
数
量
目
標
を
２
３
９
６
㌧

（
前
年
計
画
比
９
㌧
減
。
面
積
換

算
値
４
３
１
㌶
、
同
４
㌶
増
）
と

す
る
こ
と
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

生
産
調
整
面
積
は
２
９
６
㌶
、

転
作
率
40
・
７
％
。
前
年
計
画
比

で
面
積
は
ほ
ぼ
同
じ
、
転
作
率
は

０
・
２
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

町
農
業
委
員
、
各
区
の
嘱
託
員
、

営
農
者
な
ど
約
50
人
が
出
席
。
会

長
の
荒
木
町
長
は
、「
今
後
も
地

震
で
被
災
し
た
農
地
や
農
業
施
設

の
災
害
復
旧
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

▽
平
成
28
年
産
米
の
目
標
と
実

績
▽
平
成
29
年
産
米
の
生
産
数
量

目
標
と
目
標
に
基
づ
く
各
地
区
へ荒木町長

議
会
平
成
29
年

第
１
回
定
例
会

29
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

１
０
２
億
７
１
６
万
７
千
円

 

28
年
度
予
算
は
減
額
補
正

詳
し
く
は
４
月
号
で

平
成
29
年
産
米

水
稲
作
付
４
３
１
㌶

　
　
　
　
　
　
　
　
　

転
作
率
40
・
７
％

生
産
調
整
２
９
６
㌶

 

町
地
域
農
業
再
生
協
議
会

　
「
引
っ
込
め
お
腹
！
燃
え
ろ
体

脂
肪
！
」
を
合
言
葉
に
、
町
の
健

康
運
動
教
室
が
２
月
２
日
か
ら
３

回
に
わ
た
っ
て
、
町
保
健
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
20
人
の
皆
さ
ん

が
手
軽
に
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
有
酸
素
運
動
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

町
民
課
の
主
催
で
、
生
活
習
慣

病
、
体
力
の
維
持
・
増
進
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
に
効
果
的
な
運
動
方
法
を

町
民
の
皆
さ
ん
が
身
に
つ
け
、
楽

し
く
運
動
を
続
け
て
も
ら
う
の
が

ね
ら
い
で
す
。　

　

  

※
表
紙
参
照

　

町
在
住
で
35
〜
74
歳
の
15
人
程

度
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
60
歳
以

上
の
20
人
が
応
募
。
講
師
は
、
健

康
運
動
指
導
士
の
寺
崎
健
生
さ
ん
。

　

初
日
の
２
日
は
、
上
半
身
の
ス

ト
レ
ッ
チ
と
腹
や
背
中
、
足
の
筋

肉
な
ど
を
強
化
す
る
運
動
に
挑
戦

し
ま
し
た
。「
日
常
生
活
で
は
筋

肉
は
30
歳
を
ピ
ー
ク
に
毎
年
１
％

ず
つ
落
ち
て
い
き
ま
す
」
と
寺
崎

さ
ん
。

　

参
加
者
は
イ
ス
に
座
っ
て
肩
甲

骨
や
胸
を
広
げ
た
り
、
立
ち
上

が
っ
て
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
足
の
横
上

げ
、
後
ろ
上
げ
、
か
か
と
上
げ
を

し
た
り
。
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

体
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、
み
ん
な

で
や
る
と
笑
い
声
が
上
が
り
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
交
え
た
サ
ー

キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
汗
を

流
し
、「
楽
し
か
っ
た
」「
面
白

か
っ
た
」
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し

た
。

町
健
康
運
動
教
室

「
引
っ
込
め
お
腹
！

「
引
っ
込
め
お
腹
！

　

燃
え
ろ
体
脂
肪
！
」

　

燃
え
ろ
体
脂
肪
！
」

{
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嘉
島
中
学
校
２
年
生
89
人
が
２
月
１
日
か

ら
２
日
間
、
町
内
外
の
20
事
業
所
で
職
場
体

験
。
生
徒
は
短
期
間
な
が
ら
、「
外
の
作
業

は
寒
い
」「
き
つ
い
け
ど
楽
し
い
」「
勉
強
に

な
っ
た
」
と
、
プ
ロ
の
仕
事
の
厳
し
さ
や
楽

し
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

事
業
所
は
、
保
育
園
、
製
造
業
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
、
消
防
署
な
ど
。
い
ず
れ
も
快
く

生
徒
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
悠
優
か
し
ま
で

は
、
男
子
２
人
、
女
子
２
人
が
職
員
の
山
下

　

中
学
校
進
学
を
前
に
し
た
嘉
島

東
・
西
小
学
校
の
６
年
生
は
１
月

31
日
、
嘉
島
中
学
校
に
体
験
入
学
、

学
校
生
活
の
説
明
を
受
け
た
後
、

国
語
、
数
学
、
英
語
の
先
生
に
よ

る
授
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

東
小
18
人
、
西
小
66
人
の
児
童

は
体
育
館
に
集
合
。
髙
森
校
長

は
「
中
学
校
生
活
は
将
来
の
た
め

に
と
て
も
大
事
な
３
年
間
。
基
本

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
安
永
珠
梨

会
長
た
ち
16
人
の
生
徒
会
役
員
は
、

授
業
や
部
活
や
学
校
行
事
な
ど
を

説
明
、「
入
学
を
待
っ
て
い
ま
す
」

と
歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

授
業
体
験
は
３
班
に
分
か
れ
て

30
分
程
度
。
国
語
は
正
し
い
敬
語
、

英
語
は
動
詞
の
使
い
方
を
習
い
、

数
学
は
１
か
ら
９
ま
で
数
字
と
加

減
乗
除
を
組
み
合
わ
せ
て
答
え
を

１
０
０
に
す
る
問
題
を
考
え
ま
し

真
也
さ
ん
の
指
導
で
、
食
事
や
風
呂
の
介

助
の
手
伝
い
。
入
所
者
と
笑
顔
で
話
し
、

入
浴
用
の
車
イ
ス
リ
フ
ト
も
体
験
し
ま
し

た
。
下
六
嘉
の
農
業
永
田
英
治
さ
ん
方
の

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
で
は
、
男
子
２
人
、
女
子

２
人
が
「
ゆ
う
べ
に
」
の
親
株
を
小
さ
い

鉢
か
ら
大
き
い
鉢
に
植
え
替
え
る
作
業
に

取
り
組
み
、
男
子
は
土
と
苗
運
び
も
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
の
温
泉
施
設
水
春

で
は
、
男
子
３
人
、
女
子
３
人
が
洗
濯
さ

れ
た
タ
オ
ル
を
た
た
ん
だ
り
、
玄
関
や
脱

衣
所
の
掃
除
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

鯰
の
ス
ー
パ
ー
鮮
ど
市
場
嘉
島
店
で
は
、

男
子
２
人
、
女
子
１
人
が
青
果
、
鮮
魚
、

精
肉
の
売
り
場
に
分
か
れ
、
野
菜
を
袋
に

入
れ
た
り
、
鶏
肉
や
ア
サ
リ
貝
を
ト
レ
イ

に
並
べ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

た
。
児
童
は
真
剣
な
表
情
で
先
生

の
声
に
聴
き
入
り
、
大
き
な
声
で

英
語
を
発
音
し
た
り
、
問
題
を
考

え
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、「
難
し
か
っ
た
」

「
面
白
か
っ
た
」「
入
学
が
楽
し

み
」
と
そ
れ
ぞ
れ
に
感
想
を
話
し

て
い
ま
し
た
。

だご汁のだごを作る６年生 中学校の英語授業を体験する６年生

右
＝
悠
優
か
し
ま

中
＝
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
「
水
春
」

下
＝
鮮
ど
市
場
嘉
島
店

　

嘉
島
西
小
で
２
月
４
日
、
家
庭

科
授
業
の
一
環
と
し
て
郷
土
料
理

教
室
が
開
か
れ
、
６
年
生
66
人
が

だ
ご
汁
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

地
域
婦
人
会
（
廣
田
惠
子
会

長
）
の
９
人
と
保
護
者
が
指
導
。

児
童
は
ニ
ン
ジ
ン
や
ネ
ギ
な
ど
を

切
り
な
が
ら
、「
１
㍉
に
切
る
の

が
難
し
い
」
と
声
を
上
げ
、
だ
ん

ご
を
こ
ね
て
丸
め
る
時
に
は
楽
し

そ
う
な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

だご汁作りに挑戦だご汁作りに挑戦
 西小で郷土料理教室

中学の勉強　難しい中学の勉強　難しい！？！？
 東・西小６年生　嘉島中で授業体験
 ※表紙参照

嘉
島
中
２
年
生
が
職
場
体
験

仕
事
の
厳
し
さ

仕
事
の
厳
し
さ

  
楽
し
さ
学
ぶ

楽
し
さ
学
ぶ
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嘉
島
東
・
西
小

５
年
生
が
案
内

入
学
待
っ
て
る
よ
！

入
学
待
っ
て
る
よ
！

〝
新
１
年
生
〞

〝
新
１
年
生
〞

  
体
験
入
学

体
験
入
学

  

生
活
発
表
会

生
活
発
表
会

  

楽
し
く
元
気
に

楽
し
く
元
気
に

嘉
島
幼
稚
園

幼
光
保
育
園

　

嘉
島
東
・
西
小
学
校
で
２
月
16

日
、
こ
の
春
入
学
予
定
の
「
新
１

年
生
」
の
体
験
入
学
が
あ
り
、
新

学
期
は
最
上
級
生
に
な
る
５
年
生

が
「
入
学
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と

校
内
を
案
内
。
新
１
年
生
は
入
学

が
待
ち
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

 

※
表
紙
参
照

　

東
小
は
５
年
生
12
人
が
４
班
に

分
か
れ
て
31
人
を
案
内
。
手
を
つ

な
い
で
職
員
室
や
図
書
室
、
音
楽

室
な
ど
を
回
り
、
自
分
た
ち
で
用

意
し
た
歌
や
紙
芝
居
な
ど
で
楽
し

ま
せ
ま
し
た
。

　

西
小
は
５
年
生
65
人
が
10
班
に

分
か
れ
て
81
人
を
案
内
。
１
年
生

の
教
室
や
図
書
室
、
音
楽
室
な
ど

を
回
っ
て
説
明
、
各
班
で
工
夫
し

た
ぬ
り
絵
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
な
ど

で
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

嘉
島
幼
稚
園
は
２
月
19
日
、
幼

光
保
育
園
は
同
18
日
、
生
活
発
表

会
を
町
民
会
館
ホ
ー
ル
ア
ク
ア
で

開
催
。
園
児
は
楽
し
く
元
気
に
１

年
間
の
成
果
を
歌
や
踊
り
、
太
鼓

な
ど
で
披
露
。
保
護
者
は
園
児
の

笑
顔
に
目
を
細
め
、
大
き
な
拍
手

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
※
表
紙
参
照

ぬり絵を楽しむ新１年生（西小） 手をつないで校内案内（東小）

図
書
室
で
紙
芝
居
（
東
小
）

◇
嘉
島
幼
稚
園

◇
幼
光
保
育
園
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仮
設
で
炊
き
出
し
・
足
湯

ポ
ン
菓
子
、
洋
食
焼
き
、

餅
つ
き
の
炊
き
出
し

 

愛
媛
・
燧
灘
防
災
会

　

愛
媛
県
四
国
中
央
市
の
燧
灘

（
ひ
う
ち
な
だ
）
防
災
会
の
皆
さ

ん
15
人
は
２
月
11
、
12
日
、
宮
ノ

前
公
園
、
児
童
公
園
、
近
隣
公
園

の
仮
設
住
宅
団
地
で
、
ポ
ン
菓
子

や
お
好
み
焼
き
に
似
た
「
洋
食
焼

き
」、
餅
つ
き
の
炊
き
出
し
を
行

い
、
あ
わ
せ
て
約
１
３
０
人
の
住

民
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

餅
つ
き
や
餅
を
丸
め
る
作
業
は

住
民
も
参
加
。
作
業
の
間
や
ス

ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
の
会
話
も
弾
み
、

子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で
洋
食
焼
き

を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
「
ふ
る
さ
と
」
も
歌
い
ま
し
た
。

足
湯
で
ゆ
っ
た
り

清
水
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
　
　
　

　

静
岡
県
の
清
水
市
の
清
水
災
害

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん
５
人
は

２
月
17
日
か
ら
３
日
間
、
上
川
原

公
園
、
宮
ノ
前
公
園
、
同
尻
公
園
、

金
畑
公
園
の
仮
設
住
宅
団
地
で
足

湯
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
提
供
。
住
民

の
皆
さ
ん
も
会
話
が
弾
み
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
し
た
。
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
地
震
発
生
直
後

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
お

り
、
４
月
ま
で
各
団
地
で
活
動
す

る
予
定
で
す
。

園
児
に
絵
本
や
玩
具

ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん
た
ち

東
部
幼
光
保
育
園
に

　

熊
本
出
身
タ
レ
ン
ト
の
ス
ザ
ン

ヌ
さ
ん
と
妹
の
マ
ー
ガ
リ
ン
さ
ん

た
ち
が
２
月
13
日
、
東
部
幼
光
保

育
園
を
訪
問
。
園
児
や
保
護
者
と

笑
顔
を
交
流
し
ま
し
た
。

　

２
人
の
母
が
経
営
す
る
熊
本
市

の
飲
食
店
に
県
外
か
ら
募
金
が
寄

せ
ら
れ
、「
被
災
し
た
こ
ど
も
た

ち
の
た
め
に
」
と
知
人
に
声
を
か

け
て
企
画
。
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
災

害
支
援
セ
ン
タ
ー
の
絵
本
バ
ス
が

約
１
５
０
０
冊
の
絵
本
の
中
か
ら

園
児
に
好
き
な
本
を
選
ば
せ
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
大
阪
の
プ
ロ
ペ
ラ
団

が
プ
ロ
ペ
ラ
帽
子
を
贈
り
、
熊
本

の
マ
ッ
ス
ル
ア
ッ
プ
さ
ん
の
筋
肉

体
操
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

マ
ー
ガ
リ
ン
さ
ん
は
「
支
え
て

く
れ
る
人
の
温
か
さ
を
感
じ
て
い

ま
す
。
笑
顔
の
連
鎖
に
な
れ
ば
い

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

一緒に餅をつくボランティアと住民

  

園
児
に
お
も
ち
ゃ
を
贈
る

  

ス
ザ
ン
ヌ
さ
ん(

右
か
ら
２
人
目)

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

　
　

総
合
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
（
役
場
内
）

☎
０
９
６-

２
３
７-

５
８
９
０

〇
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

　
　
　
（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

仮
設
で
炊
き
出
し
・
足
湯き

、
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
の
会
話
も
弾
み
、

子
ど
も
た
ち
も
笑
顔
で
洋
食
焼
き

を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん

な
で
「
ふ
る
さ
と
」
も
歌
い
ま
し
た
。

た
り

ち
の
た

け
て

害
支

約園レ

　

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
（
梶
原
哲
組

合
長
）
の
嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
起
工
式
が
２
月
17
日
、

上
六
嘉
の
六
嘉
カ
ン
ト
リ
ー
跡
の

建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
嘉
島

町
全
域
の
米
、
麦
、
大
豆
の
荷
受

け
、
乾
燥
・
調
整
、
貯
蔵
を
担
う

施
設
で
、
今
年
10
月
に
完
成
、
稼

働
の
予
定
で
す
。　

　

式
は
関
係
者
約
50
人
が
出

席
。
神
事
の
後
、
梶
原
組
合
長
は
、

「
熊
本
地
震
に
よ
る
被
災
を
機
に

施
設
を
再
編
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
農
家
の
所
得
増
大
と
地
域
活

性
化
に
向
け
、
地
域
農
業
の
拠
点

施
設
と
し
て
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

荒
木
町
長
は
来
賓
を
代
表

し
て
、「
地
域
の
農
業
復

興
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ

う
に
願
っ
て
い
ま
す
」
と

期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
地
震
で
被

災
し
た
六
嘉
と
大
島
の
カ

ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
統
合
、
再
編
し
て
整
備
。

米
麦
と
大
豆
の
乾
燥
・
調

整
施
設
や
、
４
０
０
㌧
の

貯
蔵
施
設
10
基
を
備
え
、

荷
受
け
は
御
船
町
や
益
城

町
か
ら
も
一
部
受
け
入
れ

る
予
定
で
す
。

嘉島カントリーエレベーターの建設地

梶原組合長

嘉
島
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
起
工
式

「
地
域
農
業
の
拠
点
に
」　　
　
　
　
　

 

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き

平
成
28
年
熊
本
地
震　

復
興
か
ら
発
展
へ
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夢
の
教
室

「
夢
を
持
っ
て
努
力
」

「
協
力
し
助
け
合
う
」

　
　
　

五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　

松
田　

丈
志
さ
ん

　
　
　

元
大
リ
ー
グ
投
手

　
　
　
　
　

マ
ッ
ク
鈴
木
さ
ん

　

五
輪
競
泳
メ
ダ
リ
ス
ト
の
松
田

丈
志
さ
ん
が
２
月
６
日
嘉
島
西
小

を
、
元
米
大
リ
ー
グ
投
手
の
マ
ッ

ク
鈴
木
さ
ん
が
同
７
日
嘉
島
東
小

を
訪
問
。
運
動
場
と
教
室
で
、
児

童
に
「
夢
を
持
つ
こ
と
、
そ
の
実

現
に
努
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
」

や
「
協
力
し
て
助
け
合
う
こ
と
の

重
要
性
」
を
伝
え
ま
し
た
。

と
日
本
選
手
権
の
２
冠
に
輝
い
た

サ
ン
ト
リ
ー
サ
ン
ゴ
リ
ア
ス
の
選

手
が
２
月
９
日
嘉
島
西
小
、
10
日

嘉
島
東
小
を
訪
問
。
児
童
と
ボ
ー

ル
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

荒
尾
高
校
出
身
の
流
大
主
将
た

ち
選
手
７
人
と
Ｏ
Ｂ
２
人
。
西
小

で
は
３
年
生
と
運
動
場
で
、
東
小

で
は
１
、
４
年
生
と
体
育
館
で
交

流
。「
気
持
ち
を
合
わ
せ
協
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
、

手
を
つ
な
い
で
相
手
を
囲
む
鬼

ご
っ
こ
や
、
ボ
ー
ル
の
パ
ス
回
し

の
速
さ
を
競
う
ゲ
ー
ム
な
ど
に
汗

を
流
し
ま
し
た
。
児
童
は
笑
顔
で

走
り
回
り
、
選
手
の
パ
ス
や
キ
ッ

ク
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

県
警
察
音
楽
隊
と
共
演

「
一
緒
に
演
奏　

　

と
て
も
う
れ
し
い
！
」

 

嘉
島
中
吹
奏
楽
部

　

嘉
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
（
岡
本

凜
部
長
、
19
人
）
は
２
月
18
日
、

県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
県
警
察
音
楽
隊
の
定
期

演
奏
会
「
県
民
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
に
特
別
出
演
。
大
勢
の

聴
衆
を
前
に
元
気
な
演
奏
や
合
唱

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

同
音
楽
隊
が
、
熊
本
地
震
被
災

地
の
７
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
員
約

１
７
０
人
を
招
待
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
で
各
校
代
表
が
自
己
紹
介
。

岡
本
部
長
は
、「
地
震
で
何
よ
り

つ
ら
か
っ
た
の
が
練
習
で
き
な

か
っ
た
こ
と
。
練
習
再
開
の
喜
び

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
い
つ
も
少

人
数
で
練
習
し
て
い
る
の
で
、
皆

さ
ん
と
一
緒
に
演
奏
で
き
、
と
て

も
う
れ
し
い
で
す
」
と
は
き
は
き

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
後
半
で
、
音
楽
隊
や
他

校
と
合
同
演
奏
。
全
員
で
の
練
習

は
当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
だ
け
で
し

た
が
、「
ブ
ラ
ジ
ル
」
な
ど
２
曲

を
見
事
に
演
奏
し
ま
し
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
全
員
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　

日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
「
Ｊ

Ｆ
Ａ
こ
こ
ろ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
の
現
役
選
手

や
Ｏ
Ｂ
を
小
学
校
に
派
遣
し
て
い

る
「
夢
の
教
室
」
で
す
。
２
人
は
、

児
童
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
作
戦
を

競
う
ゲ
ー
ム
を
運
動
場
で
楽
し
ん

だ
後
、
何
度
も
挫
折
と
失
敗
を
繰

り
返
し
な
が
ら
夢
に
向
か
っ
て
努

力
を
続
け
、
実
現
し
た
自
身
の
体

験
を
伝
え
ま
し
た
。

サ
ン
ト
リ
ー
に
よ
る
支
援

ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
・
サ
ン

ゴ
リ
ア
ス　

小
学
校
訪
問

　

サ
ン
ト
リ
ー
の
熊
本
地
震
復
興

支
援
活
動
「
水
の
国
く
ま
も
と
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し

て
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

児童と作戦を考える松田さん

児童と夢を考えるマック鈴木さん

→
西
小　

←
東
小

義
援
金
受
付
口
座

　

熊
本
銀
行
嘉
島
支
店

　
　

普
通　

３
０
７
６
５
２
１

　
　

嘉
島
町
・
熊
本
地
震
災
害

　
　

義
援
金

　
　
　

嘉
島
町
長　

荒
木
泰
臣

　

県
警
察
音
楽
隊
と
共
演
し
た

　

嘉
島
中
吹
奏
楽
部

広報かしま 2017.3
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「
認
知
症
を
知
る
・
防
ぐ
・
支

え
る
」
と
題
し
た
介
護
予
防
講
演

会
が
２
月
13
日
か
ら
３
月
13
日
ま

で
３
回
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
て
い

ま
す
。
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
主
催
。「
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
嘉
島
町
で
家
族

や
友
人
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め

に
」
と
の
呼
び
か
け
で
、
約
１
２

０
人
が
熱
心
に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

講
師
は
理
学
療
法
士
の
川
畑
智

さ
ん
。
遊
び
を
取
り
入
れ
た
認
知

症
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

第
１
回
講
座
で
は
、「
認
知
症

は
何
も
で
き
な
い
、
わ
か
ら
な
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
わ
か
る

部
分
、
で
き
る
部
分
が
あ
る
。
晴

れ
た
り
曇
っ
た
り
雨
が
降
っ
た
り

す
る
天
気
と
同
じ
。
正
し
く
わ

か
っ
て
正
し
く
支
え
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

記
憶
障
害
か
ら
始
ま
り
、
い
る

場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る
見
当
識

障
害
、
読
み
書
き
、
計
算
が
で
き

な
く
な
る
、
運
動
障
害
へ
と
進
む
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
進

行
パ
タ
ー
ン
を
説
明
。
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
シ
ー
ト
で
自
分
や
家
族
の

状
況
を
知
る
こ
と
も
勧
め
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
早
川
保
健
師
は
、

高
齢
者
の
多
い
仮
設
住
宅
や
み
な

し
仮
設
住
宅
、
自
宅
避
難
所
を
巡

回
訪
問
し
て
い
る
支
え
合
い
セ
ン

タ
ー
活
動
も
紹
介
し
ま
し
た
。

木
札
に
「
手
足
の
痛
み
が
と
れ
ま

す
よ
う
に
」
な
ど
の
願
い
を
書
き

添
え
て
奉
納
し
ま
し
た
。

　

同
神
社
は
、
戦
国
時
代
に
悲
運

の
最
期
を
遂
げ
た
甲
斐
宗
立
と
父

宗
運
を
祭
る
神
社
。
戦
い
で
手
足

に
深
い
傷
を
負
っ
た
宗
立
を
、
里

人
が
厳
し
い
追
討
を
逃
れ
て
手
厚

く
看
護
。
こ
れ
に
感
謝
し
た
宗
立

は
、「
霊
は
こ
の
地
に
と
ど
ま
り
、

手
足
の
病
に
悩
む
も
の
あ
れ
ば
こ

れ
を
な
お
し
、
民
草
の
守
り
神
と

な
ろ
う
」
と
言
い
残
し
て
果
て
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

手
足
の
病
に
霊
験
あ
ら
た
か
と

さ
れ
、「
足
手
荒
神
さ
ん
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
上
六
嘉
の

甲
斐
神
社
で
２
月
15
日
、
例
大
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
熊
本

地
震
で
神
殿
と
拝
殿
が
全
壊
し
、

今
年
は
仮
設
の
神
殿
で
し
た
が
、

例
年
通
り
県
内
外
か
ら
の
大
勢
の

参
拝
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
晴
天
の
中
、
参
拝

客
は
早
朝
か
ら
詰
め
か
け
、
木
製

の
手
型
や
足
型
で
患
部
を
さ
す
り
、

　

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
中
島
敬
也
会
長
）
の
シ
ル
バ
ー

ヘ
ル
パ
ー
研
修
会
が
２
月
16
日
、

益
城
町
の
エ
ミ
ナ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
、
約
30
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
は
、
豊
か

な
地
域
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

訪
問
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
会
は
、
く
ま
も
と
健
康

支
援
研
修
所
の
那
須
賢
士
さ
ん
が

「
い
き
い
き
介
護
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
講
演
。
参
加
者
は
介
護
予
防

や
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
腰
痛

を
予
防
す
る
運
動
も
行
い
ま
し
た
。

「
正
し
く
わ
か
っ
て
正
し
く
支
え
ま
し
ょ
う
」

「
認
知
症
を
知
る
・
防
ぐ
・
支
え
る
」

介護予防などを学んだ研修会

講師の川畑さん

介
護
予
防
講
演
会

手
足
の
健
康
と
震
災
復
興
願
う

手
足
の
健
康
と
震
災
復
興
願
う

足
手
荒
神
さ
ん　

に
ぎ
わ
う

足
手
荒
神
さ
ん　

に
ぎ
わ
う

 

甲
斐
神
社
例
大
祭　

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
パ
ー
研
修
会

介
護
予
防
や
認
知
症
学
ぶ
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第
43
回
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝
は

２
月
12
日
、
天
草
市
役
所
前
を
ス

タ
ー
ト
、
熊
本
市
の
び
ぷ
れ
す
熊

日
会
館
前
ゴ
ー
ル
の
14
区
間
１
０

６
・
５
㌔
に
19
郡
市
が
出
場
。
上

益
城
郡
は
昨
年
と
同
じ
10
位
。
目

標
の
12
位
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
か
ら
は
３
選
手
が
出
走
。

１
区
３
・
４
㌔
で
嘉
島
中
１
年
の

家
入
涼
輔
選
手
、
10
区
７
・
３
㌔

で
熊
本
学
園
大
４
年
の
清
﨑
優
太

選
手
、
ア
ン
カ
ー
14
区
８
・
３
㌔

で
同
大
３
年
の
光
橋
広
祐
選
手
が

力
走
。
川
野
聡
介
選
手
、
時
松
航

世
選
手
も
補
員
と
し
て
チ
ー
ム
を

支
え
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部

主
催
の
新
春
５
人
制
サ
ッ
カ
ー
大

会
は
１
月
29
日
、
町
ス
ポ
ー
ツ
交

流
広
場
で
開
か
れ
、
８
チ
ー
ム
が

熱
戦
を
展
開
。
ガ
ッ
キ
ー
ズ
が
初

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

ガ
ッ
キ
ー
ズ
は
決
勝
で
Ｆ
Ｃ
清

田
と
対
戦
。
１
対
１
の
接
戦
の
末
、

Ｐ
Ｋ
戦
を
２
対
１
で
制
し
ま
し
た
。

上
益
城
郡
選
手
団
結
団
式
。後
列

左
か
ら
、時
松
、家
入
、光
橋
、清
﨑

の
各
選
手
。前
列
左
か
ら
、東
稔
総

務
、荒
木
町
長
、髙
野
教
育
長

初優勝のガッキーズ

新
春
５
人
制

サ
ッ
カ
ー
大
会

ガ
ッ
キ
ー
ズ
初
優
勝

嘉
島
町
の
３
選
手
力
走

嘉
島
町
の
３
選
手
力
走

 

第
43
回
郡
市
対
抗
熊
日
駅
伝

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237-0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。
○施設概要：
 ≪住　所≫ 〒861‒3106　嘉島町下六嘉1564番地　☎237-5555　≪利用時間≫ 9：00～22：00　
 ≪駐車場≫ 有  　≪アクセス≫ イオンモール熊本から車で約５分、九州自動車道御船ＩＣから車で約５分
 ≪施　設≫ ◇テニスコート：砂入り人工芝テニスコート２面
  ◇ 野球場：両翼90ｍ、センター113ｍ、内野グラウンド混合土、外野天然芝、ナイター照明６基、 

軟式野球・ソフトボールの試合、練習に利用可 
  ◇多目的競技場：人工芝広場　サッカーコート  105ｍ×68ｍ、陸上トラック　400ｍトラック６レーン 
  ◇管理棟：会議室1室、多目的室1室、男女更衣室、男女トイレ
※ 施設開放に伴うお知らせ：現在、多目的競技場（人工芝広場サッカーコート及び陸上トラック）と管理棟は一般開放
していますが、野球場・テニスコート及び大型遊具施設は、震災復旧工事のため使用できません。

　工事が完了次第、順次開放しますので、ご理解ご協力をお願いいたします。

各種大会等予定 

嘉島町総合運動公園
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図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）・

　
　
　
　

12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

《
3
〜
４
月
の
休
館
日
》

　

３
月
13
、
21
、
27
日

　

４
月
３
、
10
、
17
、
24
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
は

利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た
め
に

返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
借
出
と
返
却
の
ほ
か
閲
覧
、
学
習

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

給
食
の
お
ば
ち
ゃ
ん
の
メ
モ〈
ほ

う
ち
ょ
う
ス
テ
〉
を
読
ん
で
、
給

食
室
の
ど
う
ぐ
た
ち
は
ほ
う
ち
ょ

う
が
す
て
ら
れ
る
と
思
い
こ
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
思
い
出
に

み
ん
な
で
オ
ム
ラ
イ
ス
を
作
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
オ
ム
ラ
イ
ス
を

作
る
と
中
、
し
っ
ぱ
い
し
て
い
た

と
こ
ろ
で
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
本
を
読
ん
だ
ら
、
き
っ
と

オ
ム
ラ
イ
ス
が
食
べ
た
く
な
る
と

思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

「
給
食
室
の
日
曜
日
」

 

　

作　

村
上
し
い
こ

 

絵　

田
中　

六
大

 

講
談
社

嘉島西小学校2年

仲野 心結さん

　

役
場
職
員
の
人
権
教
育
研

修
会
が
２
月
16
日
、
勤
務
時

間
終
了
後
に
町
民
会
館
ホ
ー

ル
ア
ク
ア
で
あ
り
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
こ
れ
か
ら
の
人

権
教
育
と
私
た
ち
の
役
割｣

。

講
師
は
元
熊
本
県
教
育
庁
同

和
教
育
課
課
長
補
佐
の
松
尾

弘
さ
ん
。

　

松
尾
さ
ん
は
自
身
の
体
験

談
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
講

演
。
人
権
問
題
を
正
し
く
学

び
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
や

行
政
職
員
と
し
て
持
ち
続
け

て
ほ
し
い
基
本
的
認
識
に
つ

い
て
訴
え
、「
私
た
ち
が
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
だ
れ
が
や

る
と
い
う
思
い
で
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

職
員
が
あ
ら
た
め
て
人
権

に
つ
い
て
考
え
、
公
務
員
と

し
て
の
役
割
を
再
認
識
す
る

研
修
で
し
た
。

松尾 弘さん

役
場
職
員
の

 

人
権
教
育
研
修
会

嘉  島  町  民  会  館
　熊本地震による被災のため、ホール「アクア」とリハーサル室だけを条件付きで一時開放しています。
ホールの音響反射板や会議室等は利用できません。詳しくはお問い合わせください。

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058

　熊本市との間で締結した連携中枢都市圏構想に伴う協定書により、嘉島町の皆さんも、
熊本市立図書館をはじめ植木、城南、森都心プラザ、とみあいなどの図書館と同市公民
館図書室を利用できるようになりました。
　各図書館（室）で免許証や保険証など住所とお名前が分かるものを提示、利用カード
を作ってご利用ください。
　ただし、図書の借出と返却は熊本市の図書館・図書室に限られ、熊本市内で借りた本
を嘉島町民会館図書室で返すことはできません。

熊本市の図書館・図書室が利用できます！

おすすめ本
ガラシャ
 宮木あや子
はじめからその話をすればよかった
 宮下奈都
蜜蜂と遠雷
 恩田陸
増山超能力師事務所
 誉田哲也
四月になれば彼女は
 川村元気
永遠に語り継ぎたい3・11の素敵な話
 やまだひさし
子宮を温める健康法
 若杉友子 著
にっぽんのおやつ
 白央篤司
ホームセンターマニアがつくる
カッコいいインテリア
 主婦と生活社

やさしい　こども将棋入門
 中原誠　監修
十歳のきみへー九十五歳のわたしから
 日野原重明
わくわく　漢字の世界の大冒険
 馬場雄二◎著 ふわこういちろう◎絵
どこから来たの　しょぼガラス
 作・絵 まるひかる
このあとどうしちゃおう
 ヨシタケシンスケ
みてよ　ぴかぴかランドセル
 あまんきみこ 文　西巻茅子 絵
おかえし
 村山桂子 さく　織茂恭子 え
中をそうぞうしてみよ
 佐藤雅彦＋ユーフラテス
とん　ことり
 筒井頼子 さく　林明子 え
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熊
本
地
震
災
害
義
援
金
の
配
分

　

嘉
島
町
に
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
の
配

分
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。
次
の
内
容

に
よ
り
申
請
を
受
け
付
け
、
対
象
者
に

配
分
い
た
し
ま
す
。

○
配
分
対
象
者
お
よ
び
配
分
額

・ 

対
象
と
な
る
修
理
・
工
事
を
終
了

し
、
費
用
が
30
万
円
以
上
50
万
円
未

満
に
な
っ
た
世
帯
主　

　

↓
１
世
帯
に
つ
き
３
万
円

・ 

対
象
と
な
る
修
理
・
工
事
を
終
了

し
、
費
用
が
50
万
円
以
上
１
０
０
万

円
未
満
に
な
っ
た
世
帯
主

　

↓
１
世
帯
に
つ
き
５
万
円

※ 
た
だ
し
、
熊
本
県
配
分
義
援
金
の
対

象
者
（
全
壊
、
半
壊
、
一
部
損
壊
＝

１
０
０
万
円
以
上
の
修
理
）
で
、
す

で
に
義
援
金
を
申
請
、
受
領
さ
れ
た

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
受
付
期
間

　

平
成
30
年
３
月
末
（
予
定
）
ま
で

　

※
土
日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

○
受
付
時
間　

９
時
〜
16
時

○
受
付
場
所

　

嘉
島
町
役
場
総
合
相
談
窓
口

※ 

申
請
に
、
り
災
証
明
書
は
不
要
で
す
。

対
象
と
な
る
修
理
・
工
事
の
内
容
や

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
、
全
戸

　

 

配
布
済
み
の
チ
ラ
シ
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.tow

n.kashim
a.

kum
am

oto.jp/   

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

熊
本
地
震
関
連

り
災
証
明
書
の
申
請
期
限

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
関
す
る
り
災

証
明
書
の
申
請
受
付
は
、
３
月
31
日
で

終
了
し
ま
す
。

　

り
災
証
明
書
が
必
要
な
方
で
、
申
請

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
外
避
難
や
入
院
等
の
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
期
間
内
に

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
に
つ
い

て
は
当
分
の
間
、
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

申
請
の
際
は
、
免
許
証
等
の
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
管
財
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

住
宅
応
急
修
理
の
申
し
込
み
は

お
済
み
で
す
か
？

　

熊
本
地
震
被
災
住
宅
の
応
急
修
理
は

申
込
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
限　

４
月
13
日
（
木
）

　

申
し
込
み
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

期
限
内
に
お
願
い
し
ま
す
。
役
場
の
総

合
相
談
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

り
災
証
明
の
再
調
査
待
ち
な
ど
、
や

む
を
得
な
い
事
情
で
期
限
ま
で
に
申
請

で
き
な
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

工
事
完
了
期
限
は
未
定
で
す
が
、
平

成
29
年
度
中
の
設
定
が
想
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
早
め
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
応
急
修
理
と
は

　

熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
が

半
壊
ま
た
は
大
規
模
半
壊
の
被
害
を
受

け
、
そ
の
住
宅
に
住
む
た
め
の
必
要
最

小
限
の
応
急
修
理
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
町
が
直
接
業
者
に
支
払
う
制
度
で

す
。
仮
設
住
宅
、
み
な
し
仮
設
住
宅
と

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

修
理
業
者
は
ご
自
身
で
選
定
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
修
理
業
者
は
次
の
サ
イ

ト
で
検
索
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽
熊
本
地
震
被
災
住
宅
の
補
修
業
者
検

索
サ
イ
ト

http://w
w
w
.chord.or.jp/hosyu/

index. php

※
検
索
サ
イ
ト
を
利
用
で
き
な
い
場
合

は
企
画
情
報
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
企
画
情
報
課

☎
２
３
７－

２
６
４
１

み
な
し
仮
設
住
宅
（
民
間
賃
貸

住
宅
借
り
上
げ
）
の

申
込
期
限
は
３
月
31
日

　

熊
本
地
震
発
生
か
ら
約
10
カ
月
が
経

過
し
、
応
急
的
な
住
ま
い
の
提
供
は
着

実
に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
被
災
者
の
中

に
は
い
ま
だ
に
危
険
な
状
況
で
自
宅
に

住
ん
で
い
る
方
が
い
る
可
能
性
が
あ
り
、

梅
雨
や
台
風
時
期
の
前
ま
で
に
は
転
居

を
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
発
災
か
ら
約
１
年
と
な

る
３
月
31
日
を
み
な
し
仮
設
住
宅
（
民

間
賃
貸
住
宅
借
り
上
げ
）
の
申
込
期
限

と
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
別
の
特
殊
事
情
が
あ
る
場

合
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
弾
力
的
な

運
用
を
行
い
ま
す
。

※
原
則
、
３
月
31
日
を
申
込
期
限
と
し

ま
す
が
、
個
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に

は
「
理
由
書
」
の
提
出
に
よ
り
、
期

限
後
で
あ
っ
て
も
申
込
可
と
し
ま
す
。

（
や
む
を
得
ず
入
居
物
件
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
、
り
災
証
明
書
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の
り
災
区
分
が
確
定
し
て
い
な
い
方
な

ど
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

 
熊
本
県
健
康
福
祉
部
健
康
福
祉

　
　
　

政
策
課
す
ま
い
対
策
室

☎
３
３
３－

２
８
１
８

　
　

役
場
農
政
課

☎
２
３
７－

２
６
２
９

保
険
料
（
税
）
減
免
の
申
請
期
限

　

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
の
減
免
申
請
は
３
月
31
日
ま
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
関
し
て
は

４
月
13
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
各
保
険
の
資
格
を
３
月
に
取

得
さ
れ
た
方
の
減
免
申
請
も
４
月
13
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

震
災
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
で
も
、

転
入
元
の
居
宅
が
半
壊
以
上
で
あ
れ
ば

減
免
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
該
当
さ
れ

る
方
で
お
手
続
き
が
ま
だ
の
方
は
、
り

災
証
明
書
と
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
役

場
税
務
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
税
務
課

☎
２
３
７－

２
６
３
９

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

免
除
期
間
を
延
長
し
ま
す

　

熊
本
地
震
で
居
住
す
る
家
屋
等
が
半

壊
以
上
の
被
害
を
受
け
る
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
被
保
険
者
の
方
に
係

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
免
除
措
置

は
２
月
利
用
分
ま
で
を
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
免
除
期
間
を
平
成
29

年
９
月
利
用
分
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

す
で
に
水
色
の
「
介
護
保
険
利
用
者

負
担
額
減
額
・
免
除
認
定
証
」（
免
除

証
明
書
）
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
は
、

有
効
期
限
を
９
月
末
と
し
た
新
た
な
免

除
証
明
書
（
黄
緑
色
）
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
だ
免
除
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
、
り
災
証
明
書
と
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
早
め
に
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
介
護
保
険
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
の
医
療
費
免
除
期
間

を
延
長
し
ま
す

　

熊
本
地
震
で
半
壊
以
上
の
被
害
を
受

け
る
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た　

平
成
29
年
度
児
童
扶
養
手
当
額

　

児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
は
、
支
給

額
の
実
質
的
な
価
値
を
維
持
す
る
た
め

に
、
物
価
が
上
昇
す
れ
ば
増
額
し
、
下

落
す
れ
ば
減
額
す
る
仕
組
み
（
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
基
づ
い
た
計
算
の
結
果
、

平
成
29
年
度
の
手
当
額
は
次
の
通
り
に

な
り
ま
し
た
。
受
給
対
象
者
の
方
は
ご

確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

平成 29年度の児童扶養手当額（月額）
※ 物価下落のため手当額が 0.1％引き下げとなっています。

平成 28 年 8 月～ 平成 29 年 4 月～

子ども１人
の場合

全部支給

一部支給

42,330 円

9,990 円～ 42,320 円
（所得に応じて決定されます）

42,290 円（－ 40 円）

9,980 円～ 42,280 円
（－ 10 円～－ 40 円）

子ども２人目
の加算額

全部支給

一部支給

10,000 円

5,000 円～ 9,990 円
（所得に応じて決定されます）

9,990 円（－ 10 円）

5,000 円～ 9,980 円
（0 円～－ 10 円）

子ども３人目
以降の加算額

全部支給

一部支給

6,000 円

3,000 円～ 5,990 円
（所得に応じて決定されます）

5,990 円（－ 10 円）

3,000 円～ 5,980 円
（0 円～－ 10 円）

↑
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子
育
て
・
健
康
・
医
療

子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

「
支
援
セ
ン
タ
ー
祭
り
」

　
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い
」
は
子

育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集
え
て
、
交

流
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　

地
域
活
動
事
業
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
「
支
援
セ
ン
タ
ー
祭
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
乳
幼
児
の
お
子
様
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
小
学
生
の
皆

さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
も
大
歓
迎
い
た
し
ま
す
！　

皆
様
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
♪

○
日
時　

　

３
月
15
日
（
水
）
10
時
〜
14
時

○
場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
「
子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い
」

○
内
容　

　

☆
太
鼓
の
演
奏
体
験
（
太
鼓
を
た
た

い
て
み
よ
う
！
）

　

☆
手
品
、
は
い
は
い
レ
ー
ス
、
く
ま

モ
ン
体
操
等

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

子
育
て
ひ
ろ
ば
あ
い
あ
い

☎
２
３
７－

５
５
５
９

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

３
月
16
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

　

被
保
険
者
の
方
は
２
月
末
ま
で
、
医

療
機
関
で
支
払
う
医
療
費
一
部
負
担
金

が
免
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
嘉
島
町

は
こ
の
免
除
期
間
を
平
成
29
年
９
月
末

ま
で
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

○
国
民
健
康
保
険　

こ
れ
ま
で
申
請
さ

れ
た
被
保
険
者
の
方
に
、
有
効
期
限
が

９
月
末
ま
で
に
延
長
さ
れ
た
新
た
な
免

除
証
明
書
を
順
次
送
付
し
て
い
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険　

現
在
お
持

ち
の
免
除
証
明
書
（
有
効
期
限
２
月
28

日
と
記
入
）
を
、
３
月
以
降
も
そ
の
ま

ま
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
新
し
い
証

明
書
の
送
付
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
、
ま
だ
免

除
証
明
書
を
お
持
ち
で
な
い
被
保
険
者

の
方
は
、
り
災
証
明
書
と
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
申
請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

震
災
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
悩
み
を

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

熊
本
地
震
で
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

き
な
揺
れ
を
経
験
し
、
深
刻
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
誰
も
が
傷
つ
き
と
ま
ど

い
、
途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄

り
添
っ
て
い
け
る
よ
う
、
県
は
「
熊
本

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

少
し
話
す
だ
け
で
気
持
ち
が
軽
く
な
っ

た
り
、
ち
ょ
っ
と
安
心
し
た
気
分
に
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　

相
談
の
受
付
は
、
平
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
４
時
ま
で
。
お
電
話
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
５－

３
２
２
２

県
の
追
悼
・
復
興
祈
念
行
事

　

県
は
、
熊
本
地
震
発
生
１
年
後
の
４

月
14
日
（
金
）
午
前
10
時
か
ら
犠
牲
者

追
悼
式
を
県
庁
地
下
大
会
議
室
（
予

定
）
で
、
４
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時

か
ら
知
事
と
有
識
者
に
よ
る
「
復
興
祈

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
ホ
テ
ル
熊
本
テ

ル
サ
（
予
定
）
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま

す
。

　

こ
の
前
後
１
〜
２
週
間
を
「
復
興
祈

念
ウ
ィ
ー
ク
」
と
し
て
、
県
・
市
町
村

の
ほ
か
各
種
団
体
等
で
実
施
さ
れ
る
追

悼
や
復
興
の
祈
念
行
事
を
、
広
く
県
内

外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

参
加
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
広
報
課

☎
３
３
３－

２
０
２
７

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
し
、
当
日
は
必
ず

保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
、

す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
の

で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

☎
２
３
７－

０
６
０
１

そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
町
民

の
皆
様
の
健
康
増
進
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
月

１
回
（
基
本
第
１
日
曜
日
）、
熊
本
弁

で
解
説
す
る
約
５
分
間
の
ラ
ジ
オ
体
操

と
30
分
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施

し
ま
す
。

　

参
加
費
等
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
第
５
回
日
時　

　

４
月
２
日
（
日
）
午
前
８
時

○
場
所

・
ラ
ジ
オ
体
操　

中
学
校
運
動
場

・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ　

中
学
校
周
辺

↑
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締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
契
約
問
題
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
徳
商
法

な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に

向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

　

 （
※
熊
本
地
震
の
た
め
、
御
船
町
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

全
国
健
康
保
険
協
会

熊
本
支
部
の
保
険
料
率
改
定

　

平
成
29
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
が
改
定

さ
れ
ま
す
。

　

任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
本
年
４

月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
さ
れ
ま
す
。

○
熊
本
支
部
の
保
険
料
率

・
現
行
＝
10
・
１
％

・
改
訂
後
＝
10
・
14
％

　
　
　
　
　
（
０
・
０
４
％
引
き
上
げ
）

○
介
護
保
険
料
率

・
現
行
＝
１
・
58
％

・
改
訂
後
＝
１
・
65
％

　
　
　
　
　
（
０
・
０
７
％
引
き
上
げ
）

　

40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方
（
介
護
保

険
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
健
康
保

険
料
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り
、

11
・
79
％
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部

☎
３
４
０－

０
２
６
１

国
民
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間
・

納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免

除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、
若
年

者
納
付
猶
予
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を

受
け
ら
れ
た
期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険

料
を
全
額
納
め
た
方
と
比
べ
、
老
齢

基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年

金
）
の
受
け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料

は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を

増
額
す
る
た
め
に
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

さ
か
の
ぼ
っ
て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る

（
追
納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
ら

れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３

年
度
目
以
降
に
追
納
さ
れ
る
と
、
当
時

の
保
険
料
額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
部
免
除
を
受

け
た
期
間
は
、
残
り
の
納
付
す
べ
き
保

険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
追
納

は
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
３
６
７－

８
１
４
４

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

３
月
22
日
（
水
）　

弁
護
士

　

４
月
26
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
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見
守
り
新
鮮

情
報
3
月
号

《
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
課
金
に
注
意
》

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

試
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

危
険
物
取
扱
者
試
験

○ 

試
験
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１
類
〜

第
６
類
、
丙
種

○
試
験
日　

６
月
11
日
（
日
）

○
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　

４
月
13
日
（
木
）
〜
４
月
20
日
（
木
）

・
電
子
申
請

　

４
月
10
日
（
月
）
〜
４
月
17
日
（
月
）

○
試
験
地　

熊
本
市
ほ
か

○
願
書
等
配
置
場
所　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
・
県
内
消
防
本
部
及
び
熊
本
県
総
務

部
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課

※
３
月
22
日
（
水
）
以
降
設
置

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊

本
県
支
部
（
熊
本
市
中
央
区
九
品
寺
１

－

11－

４
、
熊
本
県
教
育
会
館
４
階
）

☎
３
６
４－

５
０
０
５

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

　
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
シ
ニ
ア
海
外

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
春
募
集
で
す
。

○
募
集
期
間　

　

３
月
31
日
（
金
）
〜
５
月
10
日
（
水
）

○
「
体
験
談
＆
説
明
会
」

・
日
時

　

３
月
29
日
（
水
）
19
時
〜
20
時
半

　

４
月
16
日
（
日
）
14
時
半
〜
16
時
半

・
会
場　

熊
本
市
国
際
交
流
会
館

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

☎
３
５
９－

２
１
３
０

詳
し
く
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jica.go.jp

文　

化
県
内
装
飾
古
墳
の
一
斉
公
開

　

普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
古
墳

を
含
め
、
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見
学
で

き
ま
す
。
直
接
現
地
へ
お
越
し
下
さ
い
。

○
公
開
日
時

　

３
月
25
日
（
土
）
10
時
〜
16
時

○
会
場

　

塚
坊
主
古
墳
（
和
水
町
）、
石
貫
ナ
ギ

ノ
横
穴
群
、
石
貫
穴
観
音
横
穴
、
大
坊

古
墳
（
以
上
玉
名
市
）、
横
山
古
墳
、
馬

塚
古
墳
（
以
上
山
鹿
市
）、
京
ガ
峰
横
穴

群
（
錦
町
）、
大
村
横
穴
群
（
人
吉
市
）

○
入
場
料　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

県
立
装
飾
古
墳
館

　
　

☎
０
９
６
８－

３
６－

２
１
５
１

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴

い
、
最
近
、
携
帯
電
話
の
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
の
「
課
金
」
に
関
す
る
相

談
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、今
回
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
ま
す
。

１
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
特
徴

　

ス
マ
ホ
向
け
の
ゲ
ー
ム
の
Ｃ
Ｍ
を

見
る
と
、
よ
く
「
基
本
無
料
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
「
ア

イ
テ
ム
課
金
型
」の
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、

他
者
と
の
競
争
心
な
ど
か
ら
消
費
者

（
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
は
ゲ
ー
ム
が
有
利

に
な
る
よ
う
に
有
料
ア
イ
テ
ム
等
を

購
入
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

実
際
、
基
本
無
料
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
で
約
４
分
の
１
の
人
が
お
金

を
支
払
っ
て
有
料
ゲ
ー
ム
と
し
て
遊

ん
だ
経
験
が
あ
る
そ
う
で
す
。

２
、
よ
く
あ
る
相
談

　

最
近
の
よ
く
あ
る
相
談
事
例
は
、

子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
貸
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
さ
せ
た
際
、
ゲ
ー

ム
内
の
高
額
な
課
金
を
し
て
し
ま
っ

た
ケ
ー
ス
や
、
息
子
の
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
課
金
で
支
払
い
が
毎
月
高

額
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な

事
例
で
す
。

３
、
対
策
は
？

　

子
ど
も
に
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム
で
遊
ば

せ
る
際
は
、
子
ど
も
が
よ
く
分
か
ら

ず
に
ア
イ
テ
ム
課
金
な
ど
を
し
て
高

額
な
支
払
い
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
親
は
十
分
認
識
し
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

そ
の
上
で
、
ま
ず
、
子
ど
も
に
は
、

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
時
は
無
料
で
あ
っ
て

も
課
金
な
ど
で
支
払
い
が
高
額
に
な

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
よ

く
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
は
有
料
の

ゲ
ー
ム
・
ア
イ
テ
ム
の
購
入
の
制
限

が
可
能
で
す
。
大
手
の
ゲ
ー
ム
事
業

者
は
、
未
成
年
か
ど
う
か
を
登
録
さ

せ
、
未
成
年
者
の
場
合
は
金
額
に
上

限
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
使
用
す
る
携
帯

電
話
端
末
は
、
携
帯
電
話
会
社
で
き

ち
ん
と
未
成
年
者
と
登
録
し
て
お
く

こ
と
や
、
端
末
側
で
未
成
年
者
と
設

定
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
な
対
策
に

な
り
ま
す
。

　　

そ
の
他
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
上
益
城
広
域
連
携
消
費
生

活
相
談
室
（
14
ペ
ー
ジ
）
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
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４月から、介護予防・日常生活支援総合事業が始まります

○介護予防・日常生活支援総合事業（以下「総合事業」）
　65 歳以上のすべての方を対象に、介護保険制度の地域支援事業として実施するものです。
　高齢者のみなさんが住み慣れた地域でいきいきと暮らし続けていけるよう、ニーズに合った多
様な介護予防と生活支援サービスを提供します。
　また、住民主体のサービスに対する支援を行うことで、地域の支え合いの体制づくりを進めます。

「総合事業」には、「介護予防・生活支援サービス事業」と「一般介護予防事業」があります。

⇒介護予防・生活支援サービス事業
・対象　 要支援１または要支援２の認定を受けた方及び基本チェックリスト（※）で総合事業対

象者と判断された 65 歳以上の方。
・サービス内容
　【訪問型サービス】ホームヘルパーによる身体介護や掃除・洗濯などの生活援助
　【通所型サービス】デイサービスなどでの生活支援、運動機能向上や栄養改善

⇒一般介護予防事業
　65 歳以上のすべての方を対象に、介護予防のための健康教室の開催や住民主体の活動支援など
を行います。
○買い物リハビリ事業　　　　○認知症予防教室
○サロンリーダー養成講座　　○脳いきいきサポーター養成講座　など

○介護予防サービスの一部が「総合事業」に移行します。
　全国一律の基準で実施されてきた介護保険制度の予防給付（要支援者に対する介護予防サービス）
のうち、訪問介護と通所介護が総合事業に移行します。
　介護予防福祉用具貸与や介護予防訪問看護、介護予防住宅改修など、その他の介護予防サービス
は、現行どおりです。

○現在、要支援認定を受けている方は、大きな変更はありません
　事業の枠組みと料金体系の一部が変わる以外、サービスの内容や自己負担割合に変更はありま
せん。
　介護予防訪問介護や介護予防通所介護サービスを利用されている方は、原則として４月以降も
引き続き同じサービスを利用することができます。

※基本チェックリストとは
　要支援認定を受けなくても必要なサービスを利用できるようにするために、25 項目の簡単な質問
に答えていただくことにより、本人の心身の状態や生活状況を確認する全国共通の質問票です。
　現在、要支援認定を受けている方が、認定期間終了後に総合事業サービス利用を希望される場合は、
地域包括支援センターで実施します。
　４月１日以降、新たに要介護認定を申請される場合や予防給付を利用される場合は、認定調査の
際に実施します。

【お問い合わせ先】  役場町民課介護保険係　☎237-2576 
嘉島町地域包括支援センター（嘉島町社会福祉協議会内）☎237-2981
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□眠れない，朝早くに目が覚める
□熟睡感がない
□食欲がない
□下痢や便秘が続いている
□疲れがとれずからだがだるい
□疲れやすい
□頭痛・めまい・肩こりに悩んでいる
□何もないのに胸がどきどきする
□胃の不快感
□悪い夢，変な夢ばかり見る

□最近声を上げて笑ったことがない
□決断力が鈍くなった
□人に会うのが面倒くさくなった
□反応が遅くなる
□落ち着きがなくなる
□表情が暗くなる
□涙もろくなる
□飲酒量が増えた

□悲しさや寂しさが強い
□イライラしやすくなる，怒りっぽい
□集中力がない
□仕事にとりかかる気になれない
□気分が高揚してしまう
□好きなこともやりたくない
□物事を悪い方へ考え，これから先の自信がない
□物音や揺れなどに敏感になる
□悪いことをしたように感じて自分を責める

からだの調子について

　行動について

　気持ちについて

　熊本地震は誰もが経験したことのない大きな災害でした。大きな災害のあと、ショックを受けたここ
ろは時間とともに変化していきます。

茫然自失期（災害直後）
強いショックで茫然自失と
なり、危険をかえりみない
行動に出たりする

ハネムーン期
（1週間～ 6カ月）
被災者同士が強い連帯感
で結ばれ、温かいムード
に包まれる

幻滅期（2カ月～ 1・2年）
疲れがピークになり、トラブ
ルや心身の不調が現れやすい

再建期
生活の立
て直しへ
向かう

震災後におこるこころとからだの変化

　上記の反応は大きなショックを受けた直後に起こる反応です。現在もまだこのような反応が続き、そ
れに悩まされている場合は下記の「ストレスを軽くする要素」を参考にしてみてください。

「記念日反応」をご存じですか？
　熊本地震から１年が経過した時期に、メディアでの特集や式典が多く行われるでしょう。思い出すこ
とで調子を崩す方が出てくると考えられます。地震の番組は見たくなければ見なくてもいいです。子ど
もも大人も、メディア視聴を控えることも大事です。

「ストレスを軽くする要素」
睡眠
＊睡眠時間にこだわりすぎない
　 　体が必要とする睡眠時間は、成人の目安としては 6 時間以上 8 時間未

満であり、これくらいの睡眠時間の人が最も健康だということが分かっ
ています。
＊朝起きたらまずカーテンを開け、朝日を浴びる
　 　朝の太陽光をあびて、体内時計をリセットすることが大切です。
＊眠れないからといってお酒を飲みすぎない
　 　寝酒は眠気を誘い、寝つきを改善することもありますが、夜間後半の

睡眠を不安定にし、かえって熟睡感がえられなくなります。

息抜き・リラックス
＊楽しいと思うことをする
＊笑う
＊ ぬるめのお湯にゆっくり
つかる
＊腹式呼吸を心がける
＊自然の音を聴く

相談する（ どうしても気持ちが前に向かない、つらい、悲しい気持ちがずっと続いている、どうしたらよ
いか分からない場合は相談機関に相談しましょう）

＊熊本こころのケアセンター　☎ 096‒385‒3222（受付時間：平日 9時から 16時）
＊熊本いのちの電話　☎ 096‒353‒4343（受付時間：24時間）
＊熊本こころの電話　☎ 096‒285‒6688（受付時間：10時から 22時）
＊よりそいホットライン　☎ 0120‒279‒338（受付時間：24時間）
＊熊本県御船保健所　☎ 096‒282‒0016　　／　＊嘉島町町民課保健係　☎ 096‒237‒2574

「震災後のこころの健康を守るために」
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　（例）

※機種により異なります

♡心肺蘇生法♡
　口頭指導の中でも、 一刻を争う処置が心肺蘇生法です。
　心肺蘇生法の口頭指導を行う上で、特に重要なことは通
報者の方の電話機を《ハンズフリー状態ハンズフリー状態》にすることです。
　この機能を使うことで両手があき、有効な胸骨圧迫が可
能になり、救命率が上がることにつながります。

□こんなことを行ってます！
　通信指令室では、 救急事案発生時、 状況によって現場に居合わせた通報
者の方に、私達が電話をとおし指導し処置を行ってもらうことがあります。
これを『口

こうとうしどう

頭指導』といいます。
（心肺蘇生法・異物除去・止血 •熱傷・指趾切断など）

地域住民の皆様へ
上益城消防

本部

　　通信指
令室から

救急要請時の『口
こうとうしどう

頭指導』について

『目の前の命を救えるのは そこに居合わせた あなたの勇気ある行動です』
◎お問い合わせ先
（平日）上益城消防本部・警防通信指令課 TEL 096（282）1969
（夜間・休日）上益城消防署 TEL 096（282）1955
災害情報テレガイド TEL 096（281）7100

◎ハンズフリーとは

電話機の スピーカー  や  のボタンを押すことで、
耳から電話機を離しても聞き取れる音量で相手方の話
声が聞こえ、且つ、こちらからも通話可能状態になる
機能です。

胸の真ん中を強く、 速く、 絶え間なく・・・
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年
が
明
け
、
町
内
の
人
身
事
故
、

物
損
事
故
と
も
に
発
生
件
数
が
微
増

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
全
国
的
に
は
、

前
方
不
注
視
に
よ
り
自
動
車
が
歩
行

者
に
突
っ
込
む
と
い
う
重
大
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
を
避

け
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
、
ナ
ビ
シ

ス
テ
ム
の
使
用
に
も
特
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
時
間
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
出
発
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 29 年１月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H29.1 9 60 0 0 5 0 1 0

H29 累計 9 60 0 0 5 0 1 0

前年比 +1 +8 -1 ± 0 +5 ± 0 +1 ± 0

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H29.1 24 172 1 0 7 0 2 1

H29 累計 24 172 1 0 7 0 2 1

前年比 +3 +23 -2 ± 0 +7 -2 +2 +1

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

３ 月 の 納 税 等 ４ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑩　期介護保険料
保育所利用料……………３月分
下水道使用料……………２月分

納期限日（口座振替日）
　　平成29年３月31日（金）

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ①　期介護保険料
保育所利用料……………４月分
下水道使用料……………３月分

納期限日（口座振替日）
　　平成29年５月１日（月）

毎月第４水曜日
午後６時～午後８時

３月22日
４月26日

（４月より月１回となります）

町税務課員が対応します。
☎ 237－2639（直通）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

自転車から離れる場合は、わずかな時間でも必ずカギをかけましょう！
御船署管内で発生している自転車盗の約 74％が無施錠の状態で被害に
遭っています。（平成 28 年中）
カギをかけていれば被害を防ぐことができる場合も少なくありません。
自宅や学校の駐輪場でも必ずカギをかけましょう！

御船警察署管内では、自転車盗・オートバイ盗などの乗り物盗のほかに、
車上狙いも発生しています！
駐車するときは、わずかな時間でも必ずカギをかけ、車内に貴重品など
を置いたまま車外にでないようにしましょう！
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人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その298〕

身近な人から、次のような質問を受けたら、
どのように回答しますか？

同和問題「差別の現実」

○
拉
致
問
題
の
解
決
の
た
め
に
…

　

拉
致
問
題
は
人
間
の
尊
厳
、
人
権
及

び
基
本
的
自
由
に
対
す
る
重
大
な
侵
害

で
す
。

　

も
し
も
あ
な
た
の
家
族
が
あ
る
日
突

然
連
れ
去
ら
れ
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ

た
国
で
救
出
を
待
ち
続
け
て
い
る
と
し

た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　

拉
致
被
害
者
は
、
今
な
お
全
て
の
自

由
を
奪
わ
れ
、
30
年
以
上
も
北
朝
鮮
に

囚
わ
れ
た
ま
ま
救
出
を
待
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
救
出
の
た
め
に
活
動
さ
れ
て

い
る
家
族
が
県
内
に
も
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
考
え
、
行
動
す
る
こ
と

が
、
全
て
の
拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早

い
帰
国
を
実
現
さ
せ
る
大
き
な
力
に
な

り
ま
す
。

○
ど
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す
か
？

・
拉
致
問
題
と
は

　

１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
、
多

く
の
日
本
人
が
行
方
不
明
と
な
る
事
件

が
起
き
ま
し
た
。
日
本
当
局
に
よ
る
捜

査
や
亡
命
北
朝
鮮
工
作
員
の
証
言
等
に

よ
り
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の
疑
い
が

濃
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
２
年
の
日
朝
首
脳
会
談
で
、

北
朝
鮮
は
拉
致
を
初
め
て
認
め
謝
罪
し

ま
し
た
。
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
拉
致
は

国
家
に
よ
る
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
重
大

な
問
題
で
す
。

　

14
年
の
日
朝
政
府
間
協
議
で
の
合
意

を
受
け
て
、
北
朝
鮮
に
特
別
調
査
委
員

会
が
発
足
、
全
て
の
日
本
人
に
関
す
る

包
括
的
な
調
査
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
北
朝
鮮
か
ら
の
調
査
報
告
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
認
定
の
日
本
人
拉
致
被
害
者
は

17
人
の
う
ち
、
５
人
と
そ
の
家
族
の
帰

国
は
実
現
し
ま
し
た
が
、
残
さ
れ
た
12

人
の
拉
致
被
害
者
に
加
え
、
拉
致
の
疑

い
を
ぬ
ぐ
え
な
い
多
く
の
人
が
安
否
不

明
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
？ 

　

政
府
認
定
の
拉
致
被
害
者
の
中
に
、

熊
本
県
出
身
の
松
木
薫
さ
ん
が
含
ま
れ

て
お
り
、
県
は
拉
致
問
題
に
つ
い
て
関

心
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
講
演
会
を

は
じ
め
、
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ネ
ル
展
示
等

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

（
熊
本
県
人
権
同
和
政
策
課
啓
発
資
料
よ
り
）

そっとしておけば、自然になくなるのではないですか？
　本当にそっとしておけば、同和問題は自然に解決し
ていくのでしょうか。現実に、今なお、差別意識が
残っていることに目を向けなければなりません。差別
意識が残っているからこそ、教育や啓発があるので
あって、教育や啓発をするから差別意識が残っている
のではありません。この考え方を「寝た子を起こすな」
とも言いますが、そのままにしておくのではなく、正
しい知識を身につけさせ、正しく起こすことが何より
重要なことです。
　明治４（1871）年の解放令から130年以上、昭
和22（1947）年の日本国憲法施行から半世紀以上
を経た今日においても、部落差別が起こるのは、同和
問題について正しく学ばなかったことが大きな要因に
なっているのです。民主化、近代化が進んだので、も
はや差別は存在しないという考え方ではなく、情報化
社会といわれる今日だからこそ、正しく理解しておか
ないと、何かの機会に事実に基づかない他人のうわさ

や情報をそのまま信じて、予断や偏見が形成されるこ
とになります。
　「そっとしておけば差別はなくなる」という考え方は、
人権意識を眠らせ、差別を温存し、次の世代に残して
しまうことになり、同和問題の解決には結びつかない
のです。

分散して住めば、差別はなくなると思いますが？
　本来、だれでも自分の好きなところに住む権利を持
っています。しかし、同和地区の人々が自らの意思で、
他地域に移り住んだとしても、身元調査などにより差
別が追いかけてくるという厳しい現実があります。
　また、分散すればいいという考え方は、差別される
側に差別の原因があるということになり、差別意識を
温存することにつながります。自分の意思に反して住
まざるを得ないとしたら、憲法で保障された基本的人
権の著しい侵害になります。

（熊本県人権啓発資料より）

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課
題
⑪

「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
」

　

あ
な
た
な
ら
、ど
う
し
ま
す
か
？

　

あ
な
た
な
ら
、ど
う
し
ま
す
か
？
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School Lunch

学校給食
　数週間前に、全国で学校給食週間を迎えました。
私は、嘉島町で給食を食べ始めた頃に、時々カナ
ダの給食について質問されました。給食がないと
返事をした途端、不思議そうな表情で見られまし
た。「バイキングみたいな感じじゃないの？」と、
私の説明に半信半疑の様子が印象に残っています。
アメリカ映画やドラマで見かけるカフェテリアの
イメージが強いんだなぁと思いました。
　カナダのほとんどの小学校には、キッチン施設
やカフェテリアはありません。オンタリオ州の児
童たちは、昼休みに家に帰ってご飯を食べるパ
ターンがあって、お弁当を体育館で食べたりする
こともあります。日本のお弁当の文化と比較でき
ません。私のカナダでの日常的なお弁当は、中途
半端に作ったバターのサンドウィッチとリンゴを
紙袋に投げ込んだ切なすぎるランチで腹ごしらえ
して、グラウンドに飛び出していたことを覚えて

います。
　嘉島町の給食は素晴らしいです！　私は、毎日
元気よく食べて体調が良くなってきた気がします。
授業以外で嘉島町の子どもたちと接する機会も増
え、給食を毎日楽しみにしています。先日、明治
時代を再現した給食をいただき、伝説のきなこ揚
げパンも食べることができ、だんだん苦手だった
納豆も食べられるようになりました。日本人が
持っている食べ物への精神や意識を、私自身が持
てるようになってきたかもしれません。
　私は、経済協力開発機構（OECD）の中で給食
が唯一ない国であるカナダを見て悔しくなります。
カナダに帰ったら、学校給食がいかに価値あるも
のか、日本を例に訴えていきたいと思いました。
私のように食と料理を愛する人間にとって、毎日
が感謝でいっぱいです。給食センターの皆さん、
ごちそうさまでした！（平成 29 年２月 15 日作成）

McDermott Lily Cynthia
マクダーモット・リリー・シンシア

嘉島幼稚園で年長さんと一緒に給食タイム

　A few weeks ago, Japan observed national school 
lunch week. When I first started eating school lunch 
in Kashima, I sometimes got questions about what 
school lunch was like in Canada. When I said that 
there was no school lunch, I was usually met with a 
quizzical look. I would be asked, "don't you have those 
buffet-style cafeterias?" Perhaps the media image of 
American school canteens is too strong. I have my 
suspicions that those I spoke to didn't entirely believe 
me.
　Most Canadian elementary schools have no kitchen 
facilities or cafeterias. In Ontario, students generally 
have the option of going home to eat lunch, or bringing 
a packed lunch. Impossible to compare to Japan's bento 
culture, I remember quickly eating a butter sandwich 
thrown in a paper bag with a banana or apple and 
running out into the schoolyard. 
　Kashima's school lunches are amazing. Since eating 
them every day, I feel healthier and happier. I also 
have an opportunity to talk to students outside of the 
classroom, which I really look forward to every day. 
I have eaten a re-creation of Meiji-era school lunch, 
eaten the legendary "agepan", and have begun to 
incorporate the overall Japanese mentality toward 
food in my own life. 
　Much to my frustration, adoption of school lunches 

does not seem to be a priority in Canadian politics, and Canada remains the only G8 and OECD 
without a national school lunch program. When I return to Canada, perhaps I will use Japan as 
an example try to convince people that this is something worth changing. For someone like me 
who loves food, I've been thankful every day. To everyone at the school lunch centre, Gochiso-sama 
deshita！
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ゆ
る
や
か
に
小
梅
の
花
の
咲
き
初
む
う
ぐ
い
す
ま
だ
か
め
じ
ろ
は
来
ぬ
か 

大
塚
シ
ズ
子

父
母
の
家
解
体
す
る
と
決
ま
る
日
に
身
籠
も
り
の
報し

ら

せ
あ
り
娘
よ
り 

川
原　

涼
子

出
来
た
て
の
お
で
ん
の
こ
ん
に
ゃ
く
箸
に
刺
し
口
を
尖
ら
せ
吹
く
男
な
り 

北
澤
喜
美
子 

母
く
れ
し
う
す
紅
色
の
自
転
車
の
タ
イ
ヤ
に
春
の
空
気
入
れ
て
ゆ
く 

工
藤　

明
子

ミ
ニ
カ
ッ
プ
大
吟
醸
を
初
酒
に
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
お
節
を
祝
う 

栗
﨑　

房
子

寒
風
に
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
は
煽
ら
れ
て
川
べ
り
の
家
だ
あ
れ
も
い
な
い 

栗
﨑　

廉
子

雲
間
よ
り
日
差
し
が
見
え
て
軒
先
を
垂
る
る
し
ず
く
も
間
遠
く
な
り
ぬ 

境　
　

益
代

東
京
よ
り
孫
が
連
れ
来
た
る
女
の
曾
孫
障
子
に
か
く
れ
て
時
々
の
ぞ
く 

榊
原
レ
イ
子

新
聞
社
の
紹
介
で
す
と
い
ふ
電
話
屋
根
の
修
理
は
大
丈
夫
で
す
か 

津
出
ト
ヨ
子

藻
の
揺
れ
る
冬
の
み
ず
う
み
ぷ
く
と
浮
く
水
鳥
は
動
く
鮠は

や

く
わ
え
お
り 

橋
本
ユ
キ
子

元
日
の
風
は
さ
ら
り
と
吹
き
す
ぎ
る
水
神
さ
ん
の
返
事
で
し
ょ
う
か 

本
住　

晴
美

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

中冨　隼 君
（嘉島東小学校２年）

森
島　

カ
ズ
ヱ 

さ
ん
（
北
甘
木
） 赤星　凛 ちゃん（幼光保育園・年長）
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寒
暖
の
差
が
激
し
い
今
冬
で
し
た
が
、
３
月

に
入
っ
て
春
の
訪
れ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
年
度
当
初
予
算
は
通
常
40
億
円
程
度
で

す
が
、
29
年
度
当
初
予
算
は
町
始
ま
っ
て
以
来

の
１
０
０
億
円
を
超
え
る
大
型
予
算
で
す
。
半

分
以
上
が
震
災
対
策
費
で
、
被
災
住
宅
の
公
費

解
体
や
災
害
が
れ
き
処
理
の
ほ
か
、
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
や
農
業
用
施
設
、
町
民
体
育
館
、

町
民
会
館
の
復
旧
事
業
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。

　

発
災
当
初
か
ら
県
を
挙
げ
て
支
援
し
て
い
た

だ
い
た
福
島
県
の
内
堀
知
事
が
来
庁
さ
れ
た
際
、

町
の
被
害
と
復
旧
復
興
の
状
況
を
説
明
し
た
と

こ
ろ
、「
着
実
に
復
興
が
進
み
、
前
向
き
な
動

き
が
心
強
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
町
民
の
皆
様
が
一
日
も
早
く
普

通
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
月
22
日
）

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
）

　
　

平
成
29
年
２
月
17
日
現
在

一　

般　

寄　

付

２月の
　　  町長の動き

荒木町長談

１日 ・嘱託職員辞令交付　・庁内常会
 ・熊本県市町村職員研修協議会来庁応対
 ・日本銀行熊本支店長来庁応対
 ・全国町村会長来熊応対
２日 ・全国町村会長来熊応対
３日 ・福岡県北九州市御礼訪問　
６日 ・熊本県知事公室長来庁応対　
７日 ・課長会議　・熊本県循環社会推進課来庁応対　
 ・御船地区衛生施設組合管理者会議、組合議会
 ・熊本県土地改良事業団体連合会理事会、知事要

望、県議会議長要望、懇親会
８日 ・臨時職員辞令交付　・福島県知事来庁応対
 ・金剛立地協定調印式
 ・熊本中央一般廃棄物処理施設第１回協議会及び

意見交換会
９日 ・上京（～10日）
 ・「災害時にトップがなすべきこと」の協働策定会議
11日 ・郡市対抗熊日駅伝大会上益城郡選手団結団式
13日 ・課長会議
14日 ・愛媛県社会福祉協議会御礼訪問
15日 ・嘉島町復興計画推進会議
 ・熊本県土木部政策審議官来庁応対　
 ・上益城消防組合管理者会議、組合議会
 ・国民年金基金連合会来庁応対
 ・熊本県町村会来庁応対
 ・熊本県土地改良事業団体連合会支部協議会
16日 ・上益城広域連合正副連合長会、組合議会
 ・上益城郡校長会来庁応対
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対
 ・嘉島町国保運営協議会　
 ・嘉島リバゾン組合設立25周年記念祝賀会
17日 ・熊本県健康福祉部長来庁応対
 ・嘉島カントリーエレベーター起工式
 ・嘉島町地域農業再生協議会
 ・熊本県町村議会議長会第67回定期総会
19日 ・上益城郡内町長会議
20日 ・課長会議　・嘉島町復興計画策定委員会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合議会定例会
 ・株式会社くまもとDMC設立記念交流会
 ・嘉島町総合教育会議
21日 ・熊本県社会福祉協議会来庁応対
 ・熊本県市町村職員研修協議会役員会
 ・熊本県市町村総合事務組合議会
 ・熊本県町村会評議員会
22日 ・嘉島町義援金配分委員会
 ・嘉島町都市計画審議会
 ・熊本県知事公室来庁応対　
 ・益城クリーンセンター管理者会議、定例会　
 ・アルファリアルエステート山本氏感謝状贈呈
23日 ・熊本県公立学校施設整備期成会来庁応対
 ・国民年金基金理事会、代議員会
24日 ・長期派遣職員辞令交付
 ・嘉島町総合計画審議会　
 ・故谷脇源資氏追悼式　・国交省来庁応対
 ・課長会議
25日 ・人権を考える町民の集い
 ・中島ヒロ子の叙勲を祝う会

２月８日、町長室で歓談後、内堀福島県知事（右）
から、復興への願いを込めた同県会津名産の起き
上がり小法師（起姫）を贈られる荒木町長

　

左
記
の
方
々
よ
り
嘉
島
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香

典
返
し
に
代
え
て
多
額
の
ご
寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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鯰
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亡　

民
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鬼
塚　

康
子　

様
（
上
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亡　

幸
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嘉島町の人口動態
平成29年２月28日現在

（前月比）

人   口 9,139 人　

　男　　 4,418 人　

　女　　 4,721 人

世帯数　 3,380 世帯　（＋ 1）

― 24 ―

　

３
月
、
卒
業
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

１
年
の
う
ち
で
最
も
涙
を
目
に
す
る

季
節
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
も
発
表

会
や
卒
業
式
の
取
材
を
し
て
い
て
、

わ
が
子
の
こ
と
と
重
な
り
、
思
わ
ず

う
る
っ
と
き
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
い

ぶ
年
を
と
っ
た
と
感
じ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。
花
の
つ
ぼ
み
も
ふ
く
ら
み
、

春
の
準
備
は
進
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ

ん
に
は
ど
の
よ
う
な
春
が
訪
れ
る
で

し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
係
）

　

節
分
の
日
の
２
月
３
日
、
嘉
島
幼
稚

園
で
は
、
園
児
が
豆
ま
き
を
し
て
心
の

中
に
い
る
「
泣
き
虫
鬼
」
や
「
お
こ
り

ん
ぼ
う
鬼
」
を
追
い
出
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
２
人
の
赤
鬼
と
黄
鬼
が
登
場
。

金
棒
を
片
手
に
年
長
の
さ
く
ら
組
か
ら

す
み
れ
組
、
た
ん
ぽ
ぽ
組
と
順
に
回
り

ま
し
た
。
鬼
が
う
な
り
声
を
上
げ
て
近

づ
く
と
、
園
児
は
「
お
に
は
〜
そ
と
!!
」

と
大
き
く
元
気
な
声
で
豆
を
投
げ
つ
け
、

鬼
が
退
散
す
る
と
大
喜
び
で
し
た
。

嘉
島
幼
稚
園
で
豆
ま
き

　（－ 4）

　（＋ 5）

　（＋ 1）

3月12日（日） のぐち皮ふ科（嘉島町）
  ☎２３７－４１１２
3月19日（日） 榊田外科医院（御船町）
  ☎２８２－６３６３
3月20日（月・祝）藤岡医院（御船町）
  ☎２８２－０４０５
3月26日（日） 西村病院（嘉島町）
  ☎２３７－１５５１
4月２日（日） 熊本回生会病院（嘉島町）
  ☎２３７－１１３３
4月９日（日） 御船クリニック（御船町）
  ☎２８２－０１０６
4月16日（日） 泰泉堂牟田医院（御船町）
  ☎２８２－０２１６
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場合は、写真を添付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.kumamoto.jpに送信してください。

寝返りできるようになって、毎日元気に遊んでるよ！
ご両親：木村俊文さん・理恵さん（鯰）

木
村
　
文
飛
（
あ
や
と
）
く
ん

平
成
28
年
９
月
９
日
生

福
岡
　
凌
空
（
り
く
）
く
ん

平
成
26
年
１
月
26
日
生

　
　
　
蒼
唯
（
あ
お
い
）
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
９
月
８
日
生

仲良しきょうだいです。
ご両親：福岡　智宏さん・由佳さん（上島）


